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Brand New Cityをデザイン

　計画地はＪＲ「千葉」駅から徒歩９分と利便性が高く、
都市機能も充実した都会的な立地でありながら、葭川公
園が隣接していることで北側に開けた敷地でありまし
た。また、千葉パルコ跡地であり、かつては千葉のにぎ
わいの中心的な場所でありました。そのような立地特性
を踏まえ、この場所にふさわしい建物の創出を目指しま
した。「Brand New City」をデザインコンセプトに掲
げ、都市の中心として新たなランドマークとなる商住一
体のタワーマンションを計画しました。

　外観デザインは建物４周にバルコニーを設け、コー
ナー部をシャープに突出させるデザインとし、都会的な
デザインにしつらえました。低層部は商業施設としての
印象的なファサードとなるようにガラスカーテンウォー
ルを用いてデザインしています。内部プランは、１、２
階を店舗用途、３～階を共同住宅用途として計画して
います。３階に住宅エントランスラウンジや共用室を配
置し、４～階に計戸の住戸を配置しました。～
階は㎡～㎡の住戸を配置し、千葉の眺望を楽しめ
るプレミアム感のある住宅を設けています。１、２階の
店舗は３方向に出入口を設け、アクセスしやすい計画と
しており、新たなにぎわいの中心となることを期待して
います。
　株式会社長谷工コーポレーション
　エンジニアリング事業部　第５設計室１チーム

　神谷健志

３階　パーティールーム

■工　事　名　称：（仮称）千葉市中央区中央２丁目計画新築工事
■物　件　名　称：エクセレント　ザ　タワー
■建　設　地：千葉市中央区中央２－３－３ほか
■建　築　主：新日本建設株式会社、中央日本土地建物株式会社、穴吹

興産株式会社、株式会社長谷工コーポレーション、東方
地所株式会社

■設計・監理：株式会社長谷工コーポレーション一級建築士事務所
■施　　　工：長谷工・新日本共同企業体
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：ＲＣ造（一部Ｓ造）
■階　　　数：階
■主　要　用　途：共同住宅・店舗
■工　　　期：年４月日～年２月日

（写真撮影：株式会社エスエス　中尾孝佑、西澤千星）

リビング・ダイニング

　新日本建設株式会社　常務執行役員
　開発事業本部建築企画部長兼東京支店長　長尾　寛

　千葉市中央区中央２丁目計画として建設を進めてきました「エクセレント　ザ　
タワー」がこの度完成しました。年月に閉館した千葉パルコを核とした周
辺地域のにぎわいが絶えないよう、そしてさらなるにぎわいを創出していくため
に、跡地を取得した当社が中心となり、中央日本土地建物、穴吹興産、長谷工コー
ポレーション、東方地所の５社が事業主となり、それぞれの役割でご協力をいた
だきながら団結して開発に取り組んでまいりました。
　千葉パルコ跡地を中心に取得した隣接地を合わせた敷地に開発した建物は、商
住一体で地上階建ての制振タワーレジデンスとなります。最先端のファッショ
ンなど情報発信地でもあったパルコが培ってきたイメージを建物に反映させるコ
ンセプトで、レジデンス内のエントランスホールや建物外観ファサードは未来を
想起させるデザインやしつらえを施しました。

　総戸数戸の住戸には、～代のディンクスやファミリー世帯を主要ター
ゲットとした間取りと最新設備を採用し、、階の最上階部分は天井高の高い
プレミアムフロアとしました。また、フィットネス、ライブラリー、キッズルー
ム、パーティールーム、ゲストルームなど充実した共用施設を設置し、屋上に設
けたスカイテラスからは、幕張新都心の街並みから東京湾、東京都心や富士山な
ど、大空へ広がる眺望を満喫することができます。
　目標とした竣工時完売を達成。千葉市を中心に８割以上が千葉県内からの購入
者で占めています。デベロッパ―とゼネコン両方の機能を持ち、自社一貫体制の
ビジネスモデルで首都圏全域のマンション開発を進める当社は、ゼネコンとして
建物の施工にも携わりながら千葉を代表するすばらしいタワーレジデンスが開発
できたと思っております。この経験を生かしながら、お客さまに喜んでいただけ
るマンション開発に今後も積極的に取り組んでまいります。
　最後にＪＶ４社の関係者の皆さま、長谷工コーポレーションの工事所長、設計
担当者はじめ関係者の皆さまには、計画当初より完成までの長きにわたりご協力
を賜り感謝申し上げます。

　新日本建設、中央日本土地建物、穴吹興産、長谷工コーポレーション、東方地所
の５社が千葉市中央区中央２丁目で開発を進めてきた「エクセレント　ザ　タワー」
が完成した。建設地となった千葉パルコ跡地で、かつてのにぎわいを創出しなが
ら、未来を想起させるデザインを施した超高層マンション。設計は長谷工コーポ
レーション、施工は長谷工コーポレーションと新日本建設の共同企業体（ＪＶ）
が担当した。

外観西面低層部

１階　エントランスホール エントランスラウンジ
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